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「途上国から世界に通用するブランドを作る」をミッションに掲げ、10年間成長し続けるマザーハウス代表山口絵理子。
彼女の特徴は、「中間でいる」ということ。「大量生産と手仕事の間」の唯一無二の商品をつくり、「デザイナーと社長の間」で、
ロジカルとクリエィティブのバランスの中で経営・商品づくりをする。
 「社会性とビジネス」「デザインと経営」「大量生産と手仕事」「個人と組織」「グローバルとローカル」・・・両極を俯瞰して見つつも、
どちらかに寄るのでも、中間で妥協するのでもなく、第３の道を常に模索してきた女性実業家による、山口流・新しい道のつくり方、
考え方、哲学。

□625421 POP

【著者情報】
株式会社マザーハウス代表取締役社長兼チーフデザイナー。
「必要なのは施しではなく先進国との対等な経済活動」という考えで、24歳で起業を決意。
「途上国から世界に通用するブランドをつくる」という理念を掲げ、株式会社マザーハウスを設立。
著書『裸でも生きる』（講談社）はベストセラー、2008年「情熱大陸」、2017年「カンブリア宮殿」2019年『先人たちの底力 知恵泉』などメディア出演多数。

『Third Way (サードウェイ)
第３の道のつくり方』

著者/山口絵理子
ISBN/978-4-7993-2542-1
判型/四六判並製 　288ページ　
本体価格1500円

2 5 4 2
村上龍さん推薦！
ベストセラー『裸でも生きる』著者最新作！マザーハウス創業者として初めて語る経営・組織・デザイン

××
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『なぜ、それが無罪なのか⁉̶性被害を軽視する日本の司法』 
著者/伊藤和子
ISBN/978-4-7993-2544-5
判型/新書判　280ページ　
本体価格1,000円

✔ 女性の13人に1人が性被害経験あり
✔ 2017年に刑法の刑法の性犯罪規定が改正されたものの不完全
✔ 圧倒的に不利な立証責任が被害者側に課されている
.
2019年3月、性的虐待や強姦事件に相次いで無罪判決が出された。
なぜこれらが無罪なのか？　先進国のなかでも非常に後れをとっている性暴行関連の日本の刑法の問題点を、具体的な判例や話題の事件を
もとに浮き彫りにし、改正への提言を行う。

性犯罪に対して世界一遅れた日本の刑法見直しへ提言する一冊。

【著者情報】
弁護士・国際人権NGOヒューマンライツナウ事務局長。
1994年弁護士登録、以後、女性、子どもの権利、えん罪事件、環境訴訟など、国内外の人権問題に関わって活動。メディア出演多数。

【類書】
チョ・ナムジュ『82年生まれ、キム・ジヨン』（筑摩書房）　伊藤詩織『Black Box』(文藝春秋)
小林美佳『性犯罪被害にあうということ』（朝日新聞出版） 
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